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都道府県薬剤師会 会長 御机下

公益社団法人 石川県薬剤
会 長   中 森  慶

能登半島地震を総括する北陸信越薬剤師学術大会参加のお願い

能登半島地震では多大なるご支援とご協力をいただくとともに復興にご尽力いただき厚

く御礼を申し上げます。

さて北陸信越薬剤師学術大会が 2025年 2月 22日 ～24日 に開催されます。本来は 2024年

11月 の予定でしたが能登半島地震が発生したため、延期するとともに能登半島地震を総括

する内容に組み立て直しZoom併用のハイブリッドで開催することになりました。

石川県薬剤師会は今回能登地震を経験しました。そして突然現実が失われてしまうこと

があることを理解しました。県薬事務所で途方にくれていた時、多くの方々から復興にご協

力いただく申し出をいただきました。日本薬剤師会をはじめとして日本保険薬局協会、日本

チェーンドラッグストア協会、病院薬剤師会、非会員薬局も参加していただきました。それ

はとても美しい景色でありました。薬剤師は素晴らしい人たちで構成されていることを知

りました。薬剤師が復興に向け一つの方向を向いていることに感動しました。そして私は薬

剤師としての誇りを感じました。

その時能登半島地震をみんなで考え討論し総括し、今後の災害が発生したときのために

後世に申し送りをすることが石川県薬剤師会の責務であると強く思いました。

つきましては全国の薬剤師の先生方皆さんにご参加いただき能登半島地震を考えたいと

思います。また災害復興で能登に入られた先生方にもぜひともご案内していただければと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。

石川県薬剤師会の HPか ら参加登録をしていただければと思います。H月末日が締め切り

となっています。

最後になりましたが先生方には時節柄ご自愛いただきますようお祈り申し上げます。
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辮
二次元コードから葦原 海さんの動画が視聴できます。

各国の災害対応I.

世界から日本の葉剤師を考える
2025年 (令蒼B7年)         Ⅱ。
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金沢大学宝Wキャ]〃 ス`(十全講堂、医学部記念館)
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会期、会場が変更になりました

第 64回北陸信越薬剤師大会・第 57回北陸信越薬剤師学術大会
大会事務局 /公益社団法人 石川県葉剤師会 〒920‐0032 石川県金沢市広岡町イ 25番地 10 TEL:076… 23Ⅲ 6634 メールアドレス :kenyaku@plaza‐ woo.jp



第64回北陸信越薬剤師大会・第57回北陸信越薬剤師学術大会

開 催 要 綱

テー マ Think QUAL:πY 私はこのように聞き視て考えそして活動した

北陸信越薬剤師会・公益社団法人石川県薬剤師会

令和7年2月22日 (土)～24日 (月・振体)

金沢大学宝町キャンパス 十全講堂、医学部記念館
〒920‐8640 金沢市宝Hr1 3‐ 1
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テーマ「世界の薬剤師と能登半島地震から考える」
Session I「各国の災害対応」
Session Ⅱ 「世界から日本の薬剤師を考える」

演 題 「Posh"eに生きる。能登半島地震で私が考えたこと」
講師 葦原海氏 (モデル /パフォーマー)

テーマ「能登半島地震が我々に残したもの」

テーマ「いきるということ・・・能登半島地震を経験してJ

テーマ「生成AFが変える新世紀薬剤師の未来」

あなたの声を参加登録の際にお間かせください。
「あなたが人にやさしくなれた時」「病気が生き方を変えた気付き」などを、参加登録の際に
お書きください。それをまとめ、みんなで共有したいと思います。

シンポジウム・ 一般演題 (ポスターのみ)

現地参集及ぴ一 部 MにB配信のハイブリッド方式での開催となります。

参力E登録料 (現地・ WEB)8,000円・ 北陸信越薬剤師会会員 5,000円 (栗学生 無料)

参加登録は事前にアスヤクロFEで行い、登録料は指定した方法でお支払いください。

公益社団法人 石川県薬剤師会
〒評!ざ怒 :3月盾講馴 ダ:要ユ子象u@p略 Za―wottp

詳細については、石川県薬剤師会ホームページをご参照ください。
(http://wwwEiShikawakenyakuぃ com/) 靱

石川県薬剤師会
ホームページ
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【北陸信越薬剤師会の大会】能登半島地震をテ…マに/「感謝の気持ちで企画」石川県薬・中森会長

> 葉周 (P)(/pharmacy) >  【北陸個赳華剤師会の大会】能豊半島地震をテーマに/

2024年■1月 OS日 ′ム`開

【北陸信越薬剤師会の大会】能登半島地震をテーマに/
「感謝の気持ちで企画」石川県薬・中森会長

【2024.11,05配信】北陸信越薬剤師会の大会が、2025年 2月 22日～24日に開かれる (現地参加及び一部

WEB配信の八イブリッド方式での開催)。 通常の学術大会の内容ではなく、能登半島地震をテーマの主軸に

据えた内容とする。主催者でもある石川県薬剤師会会長の中森慶滋氏は、「感謝の気持ちを後世に伝えたい

思いから企画した」と語つた。なお、石川県薬剤師研修センターの研修認定薬剤師制度の単位を付与予定

(2月 23日 :1単位、2月 24日 :2単位)。
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暦也知事も参加/活動を検証し、何が有効に働いたのか、何が足りなかつたのか、考える

2025年 2月 22日～24日に、「第64回北陸信越薬剤師大会 。第57回北陸信越薬剤師学術大会」

(主催 :北陸信越薬剤師会・公益社団法人石川県薬剤師会)が開かれる。通常の学術大会ではなく、

能登半島地震をテーマに据えた大会とする予定だ。

この大会の1既要を説明する八イプリッド会見を、主催者の 1つである石川県薬剤師会がメディア向

けに行つた。宰術大会の事前告矢日会見を薬斉J師会が行うことは珍しい。その背景を石川県薬剤師会会

長の中森慶滋氏は、感謝の気持ちを後世に伝えたい思いからだと語つた。「支援に入つてくださつた

方々への対応が我々 (石川県薬剤師会)が十分できなかつたなというところもあつて、本当に申し訳

ない。ただ一つ、素晴らしかつたのは皆、一つの方向を向いて復興について必死になつて頑張つてい

ただいたということ。その姿は本当に美しいものだつた。その感謝の気持ちをどのようにして後世に

残していけばいいのか。それが僕の強い思いの中の一つだ」 (中森氏)。

大会の内容は、多角的な視点から能登半島地震を総括するものとなつている。「Zoom Wond

SesЫon:世界の薬剤師と能登半島地震から考える」では実に11人の薬剤師がコアキヤス トとして登

場し、世界の薬剤師事情も交えて能登半島地震の対応を検証する。

また、「シンポジウム① :能登半島地震が我々に残したもの」では、主に薬剤師の活動を振り返

り、薬剤師共有の情報共有を目指す。 ここでは石川県知事の馳浩氏も登場予定。日本薬斉」師会会長

の岩月進氏も演者となり、対応を検証する。事故で両足を失つたモデルの葦原海氏も登場し、突然、

失うことについても考える。

さらに、「シンポジウム② :いきるということ・・・能登半島地震を経験して」では、DMATや

DPATと して活動した医療者らとともに、「災害の超急性期に人はどのように考えるのか」「人に寄

り添うということはどういうことか」をテーマに議論を行う。「シンポジウム③ :生成AIが変える新

世紀薬斉」師の未来」も実施する。

https:/mdgs‐On_line.com/atticles/2785



2024/11/0716:33          【北陸信越薬剤師会の大会】能登半島地震をテーマに/「感謝の気持ちで企画」石川県薬・中森会長

会見ではまず、石川県薬剤師会会長の中森慶滋氏が概要を説明。本来は通常の学術大会を想定して

いたが、今回は能登半島地震を中心とした宰術大会のプログラムを編成し直すことになつたと説明し

た。

中森氏は次のように語つた。

「石川県薬剤師会は、日本薬剤師のご協力を得まして (地震への対応)活動を行つてまいりまし

た。全国より多くの薬斉」師に現地に来ていただき活動を行つていただきました。またモノくイ)レフアー

マシーも駆けつけていただきました。それらの活動を検証し、何が有効に働いたのか、何が足りなか

つたのか、この地震は我々薬剤師にどのような意味をもたらしたのか。それらを学術大会で考えたい

と思います。また多くの人が不幸にして亡くなつた、死について。突然の不幸とはいつたい何を意味

するのかについて考えるとともに、そもそも生きるということはどういうことかということについて

も深く考えてみたいと思います。また生成AIによつて今、世の中が激変しようとしています。AIがAI

を開発するというシンギュラリティの動きも現実化しています。そんな中、生成AIは我々薬斉」師にと

って何を意味するのかを考えたいと思つております。また世界の薬斉」師をZOOMで繋ぎ、災害につい

て、日本の薬斉J師や薬剤師業務について、世界の各国事情事情を比較して討論したいと思つておりま

す。最後に石川県薬剤師会は今回、能登半島地震を経験しました。突然、現実が失われてしまうとい

うことがあるということを理解 しました。石川県薬剤師会の事務局で途方に暮れていた時、多くの

方々から復興にご協力いただく申し出を頂きました。日本薬剤師会をはじめと致しまして、日本保険

薬局協会、日本チェーンドラッグス トア協会、日本病院薬剤師会、非会員薬局も多く参加していただ

きました。それは実にとても美しい光景でありました。薬剤師は素晴らしい人違で4黄成されているん

だということを改めて私は知りました。そして僕は薬剤師としての誇りを感じました。このことを皆

さんにお伝えするために大会を開催したいなというふうに思つております。テーマはThink

QUALIttY。 つまりさまざまな、いろんな領域における質について深く考えたいと思います」 (中森

氏)。

銀魂の意味を込め献花式も開催

続いて、石川県薬剤師会副会長の柏原宏暢氏は「開会式」について説明した。

開会式は鎮魂の意味を込めてパッ八伴奏チェロ組曲第一番プレリー ドで始められるという。

演奏は石川県薬事振興会、また石川県医薬品工業会の会長を務める黒崎隆博氏 (辰巳化学社長)が

担当する。薬業関係団体の中でチェロを長く演奏してきたことから、県薬で依頼したところ引き受け

てくれたという。

演奏後には献花式を予定。北陸信越薬剤師会の各会長、加えて日本薬剤師会の会長、また来賓が参

加し、献花を行う予定。

発災の際は福丼県や富山県の薬剤師関係者は真つ先に盾区けつけてくれたという。隣県ということも

あり穴水被災地に早期に入つてくれたという。穴水の支援の次にはlB5次避難所の支援にも入つてく

れたことも紹介された。長野県、新潟県の薬剤師会関係者は七尾港に停泊した防衛省のチヤーター船

で避難者の支援をしてくれたという。なお追悼式典については石川県でも地震発生から 1年という節

目に実施の計画があるという。

「能登半島地震のために1月から3月の間に4701人の薬剤師が支援に入つた。今回の大会開催が2

月ということもあり、我々薬斉」師全体がですね能登半島地震で亡くなつた方に鎮魂という意味を込め

て粛々たる開会式にしたいと考えております」 (相原副会長)。

「特別語演 :Poskiveに生きる 能重半島地震で私が考えたこと」では葦原海氏が語演

https:ゴ′w剛 .dgs‐ onJine.comね hicles/2785
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2024/11/0716B3          【北陸信越薬剤師会の大会】能登半島地震をテーマに/「感謝の気持ちで企画」石川県薬・中森会長

次に石川県薬剤師会副会長の橋本昌子氏は、「特別請演 :PoЫ ttveに生きる 能登半島地震で私が
考えたこと」 について説明した。モデルとして活躍する葦原海 (あしはら・みゆう)氏が請演す
る。

橋本副会長は、葦原氏について、16歳のときに事故に遭つて両足を失い、その後、車椅子ユーザー

になられたと紹介。車いすで生活しながらもモデルやインフルエンサーとして活躍している。東京

2020閉会式やミラノのフアッシヨンシヨーにも出演し、注目されている存在だ。橋本会長は葦原氏

について、「中森会長と一緒に東京でお会いした。本当に前向きで自分のことではなくて、車椅子ユ

ーザーのはかの皆さんの幸せということも考えながら夢や目標に向かつていらつしゃる方。本当に素

晴らしい方です」と紹介。「人生の困難にあつた時に前向きに生きるためのヒントになればというふ

うに思います」と期待を語つた。

会見では葦原氏本人も登場し挨拶。「私は16歳、高校 1年生の時に事故で両足を失つて、そこから

車椅子で生活しています。金沢には2、 3回行つたことがあるんですけれど、仕事で行くのは初めてな

ので、みなさんといつしよにお話できるのを楽しみにしています。先ほどあつたように地震があって

大会も当初とちよつと違う形になったと思うんですけれど、皆さんといい時間を過ごせるように私も

自分の体験談とか経験談から色々お話できたらなと思います。よろしくお願いします」と話した。葦

原氏は特別講演のほか、シンポジウムにも参加する予定。なお、葦原氏は「みゆう 足は姫にあげ
た」とのタイ ト

'レ

で各種SNSでも活発に情報発信している。前向きな発信は若い層からも支持が厚

い 。

「Zoom Worid Session:世 界の票剤師と能重半島地震から考える」/世界から10名以上が
鬱夢方H

続いて、石川県薬剤師会副会長の綿谷敏彦氏が「Zoom WoHd SesЫ on I世界の薬斉1師と能登半島

地震から考える」について説明。

同セッションは2月 20日土曜日の夕方5時半から9時まで、途中30分休憩を挟んで実施される。ア

メリカ、イギリス、 ドイツ、カナダ、インド、韓国、ガーナ、タンザエア、そしてエス トエアで現在
働いている人や過去に現地で活動された人、手伝いをしている人など、12名にコアキャストとして出

演してもらう。

各国の状況説明のあと、日本との違いをあぶりだしつつ、これからの日本における薬剤師の在り方

を考え、世界の薬剤師と能登半島地震から考えるというテーマで 2つのセッシヨン行う。

1つ目が各国の災害事情。座長は江川孝氏 (公益社団法人日本薬剤師会 災害委員/福岡大学薬学
部 教授)が務める。
2つ目は世界から日本の薬剤師を考える、デジタ)レ トランスフオーメーション、ITを含める。座長

は菅 幸生氏 (金沢大学医薬保健研究域薬学系 教授)が務める。これまで打ち合わせを進めてきた
綿谷副会長は、「私にとつては本当に興味、関心があることばかり。果たして90分間でこのコアキヤ

ストの先生方お話をまとめられるかという不安もある。しかし、当日までにMCの先生方とも打ち合

わせを重ねて充実したwondセッションにしていきたいと思っていますので皆様方ご期待ください」

と話した。

なお、コアキャス トは以下の通り (敬称略)。

・藤本 麻里  (アメリカ合衆国 Univerdty of Maryland school of Pharmacy(メ リーランド大
学薬学言[) ・Doctor of PhaHⅥ acy Ciass of 2028/Student Pharr¬acist/Medstar Good

Samatttan Hospttal′ (メッドスター、グッドサマリタン病院)・ Pharmacy Technidan(薬局テ

クニシヤン)(PharmDプログラム1年生/学生薬剤師))
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・後町 陽子  (ガーナ共和国ほか ベンチヤーキヤピタリス ト・薬斉」師)
,Mehwish Mozam (イ ンド共和国)
・新地 恵里香  (カナダ Shoppers Drug Mart 薬局長)
・熊谷 宏人  (エス トエア共和国 Next innovauOn oし 代表取締役 )
。江面 美緒  (アメリカ合衆国 NPO法人 Team WADA/Sylvester Comprehensive Cancer
Center University of Mianη i Hospital and Ctinics)

・平田 寿美子  (大韓民国 カトリック大学ソウル聖母病院・循環器専門薬剤師)
。アッセンノヽイマー 慶子  (ドイツ連邦共琴口国 セントラジレ薬局)
・荒川 直子  (イングランド ノッティンガム大学)
・國分 麻衣子  (イングランド 英国国営医療サービス(NHS)エプソム &セントヘリア大学病院/
プリンシパル薬剤師)

・ノヽワード めぐみ  (アメリカ合衆国 Oregon Hcalth&Sciences Universtty PharmD′
BCPS(Acute Surgery)Ctinた aI Pharmadst(臨床薬剤師〕)

シンポジウム①『能登半島地震が我々に残したもの」/アルピニストの野口健氏も登場

シンポジウムは3つ開催する。

①「能登半島地震が我々に残したもの」、②「いきるということ・・・ 能登半島地震を経験し

て」、③ 「生成AIが変える新世紀薬剤師の未来」だ。ボランティアとして入られていたアルピ三ス

トの野口健氏も登場する。

③「能登半島地震が我々に残したもの」については、石川県薬剤師会会長の中森慶滋氏が説明。次

のように述べた。

「能登半島地震が発生しまして復興にさまざまな活動が行われました。石川県自治体、医師会、薬

剤師会、ボランティア、さまざまな人たちが一つの方向を見てとにかく復興するんだという思いの

中、活動が行われました。このセッションでは演者として石川県から馳矢日事様とボランテイアとして

入られていたアルピ三ス トの野口健氏を招きます。元石川県医師会会長の小森貴先生という立派な先

生がいらっしゃいますけれども、先生は東北の地震の時も活動されました。能登地震の時のモパイル

フアーマシーの存在は大きかったということを医師としてアピー)レしたい、医療の継続がとてもスム

ーズに図られたとそうおつしやつておりました。また芦原海さんにも入つていただきましてさまざま

の中でコメントしていただければというふうに思つております。また日本薬剤師会からは岩月会長、

災害委員会担当の山田常務理事、災害委員の江川先生にも入つていただきます。石川県薬剤師会から

は乙田常務理事、伊藤常務理事に入つていただきます。また能登出身の金沢大学附属病院薬剤部の板

井迎悟先生。板丼先生は実際に正月に被災されました。その時に先生が薬剤師として医療はどのよう

な流れで震災発生時から動いたのかというのを実際に見られた、そういう経験者でありますので、先

生にも入つてもらいたいと思つております。何を話すのかというと、まだ確定ではありませんが、少

しピックアップしますと、当時の災害の現状、医療現場の現状、さらにはさまざまに入つていただい

たボランティアというのはどういう意味をもつたのか、突然の不幸の意味するところ、生きるとは、

突然の不幸で死ぬということは何を意味するのか、災審現場での善意の意味するところ、薬剤師が人

として災害現場で向き合うこと、災害現場での薬剤師の意味・存在とは、モノヽイ)レフアーマシーにつ

いて、また当時の薬剤師の命令系統は十分だつたのか、これは実際に日本薬剤師会の方にいろいろお

聞きして検証したいなというふうに思っております。情報の共有がなされたのか、宿泊の確保、滞在

https:′枷 砿dgs‐ on‐ tine,com/articles/2785 4/7



2024/11/0716:33          【北陸信越葉剤師会の大会】能登半島地震をテーマに/「感謝の気持ちで企画」石川県薬 。中森会長

の生活環境、災害処方箋、オンライン資格の有効性、何が足りなかつたのか、何が有効だつたのか、

今後起こるであろう災害時にそれに 1つの情報、申し送ることとして取りまとめていきたいなという

ふうに思つております。トラフリレであるとか、いろんなことを検証して能登地震をさまざまな角度の

人達から総括し検証してみたいなというふうに思っております」 (中森氏)。

シンポジウム②『いきるということ 。・・ 能登半島地震を経験して」/災害の超急性期に人
はどのようなことを考えるのか

②「いきるということ・・・ 能登半島地震を経験して」については、金沢大学病院薬斉」部副部長

の坪内清貴氏が説明g次のように語した。

「今回の地震では薬剤師は薬剤の供給ですとか被災者の飲んでいる薬の把握、そういつた薬剤を扱

う業務に主に携わつていた。けれどもその一方で、被災された方と接する場面も非常に多くありまし

た。そういつた場面ではそれぞれの方がその時の1000/0の行動をもちろん目指して動いたかなと思う

んですけれども、ただそれがはつきりしない中でそれぞれ考え得るベス トな対応ということをイメー

ジして動かれたかと思う。今、薬剤師の仕事というのは徐々にその薬を扱う業務つていうところから

対人業務にシフトを少しずつしている中で薬剤師は医療人として、あるいは人としてどのようにある

べきなのだろうかということをこのシンポジウムで考えていきたいと思つております。このシンポジ

ウムに参カロいただく先生方ですが、今回震災の直後から現地に入つた災害派遣医療チームDMATの医

師ですとか、同じく精神科のDMATチームであるDPATのポ青神科の医師、あるいは普段から生と死を

見つめる緩租ケアに携わつておられる緩和ケア科の医師、グリーフケアと呼ばれる死別の悲しみなど

を抱える遺族のサポートなどを行つておられる宗教学者の東北大の先生ですとか、そういつた方に加

えて東1ヒの大震災で被災者になられる中で支援者にもなられた保険薬局の薬剤師の先生、さらに今回

の震災で被災された中で支援に入られておられた珠洲市総合病院の薬剤部長の先生、そういった医療

者に参加いただいて災害の超急性期に人はどのようなことを考えるのかということと、人に寄り添う

ということはどういつたことかということをテーマに議論を行つていきたいというふうに考えており

ます。このテーマ自体が明確な正解がないテーマですけれどもそういつた中でそれぞれが経験した場

面でどのように考えて、どんなふうに動いたかということをこのトークセツションの中でそれぞれご

紹介いただいて、ざつくばらんに話す中で今後、薬剤師はどのような心持ちでそういつた被災者の患

者さんと向き合うかということを考える、そういつた時間になればいいなというふうに思つておりま

す」 (坪内氏)。

③ 「生成AIが変える新世紀薬剤師の未来」については東京理科大学B属託教授の上村直樹氏が説

明。次のように述べた。

「今、薬局の業界の中でも生成AIが薬剤師の仕事を奪つてしまうんじやないかとかですね、いろん

な危機感を感している方も大勢いらつしゃいます。そこで厚生労働省薬事情報専門宮の高橋悠一氏や

エス ト株式会社代表取締役の高尾圭一氏、 他にも調剤機器のメーカーの方、ジャーナリス トの方も

入れて、4人でいろいろ議論していきたいというふうに思います。生成AIが薬剤師にとつてどう役に

立つのかというのは、役に立たせるようにしていかなければダメだというふうに我々考えていますの

で、そのあたりを皆さんで議論したいというふうに思つております」 (上村氏)。

詳細、参加申し込みは下記、石川県薬剤師会ホームページまで。

https://wwWLiShikawakenyaku.com/taikai/indeX.htmi

(httpS:〃
WWW.iShikawakenyakuLCOm/taikai/indeXBhtml)
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